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教師

一斉指導授業とは みんな私の説明を聞いてくれてい
る！気持ちいい！何人も発問に挙
手をして答えてくれる！授業はス
ムーズに進むし、いい感じ！！

先生が望む回
答を答えれば
いいんだよね。

早く終わらない
かなあ。つまら
ないよ。

休み時間、何
しようかな～

何にもわからない、
座っとくのもつら
い！

先生は発言する生徒しか見てないよ
ね。まあ、聞いてればいいんでしょ。

だるいなあ、
Chromebookで遊ぼ！

全員参加の授業でない一斉指導の取組がこれまで
の学校教育で行われてきた。
「黙って座っているだけの大半の生徒」を置き去

りにした教師の自己満足もしくは私の授業に参加し
ない生徒が悪いという考えであったのかもしれない
が、一斉指導の弊害による学習内容の補填を、宿題
を出すことで実現していこうとしていたという図式
がイメージされる。
しかし、宿題自体、提出するために答えを写した

り、深く考えずに休み時間に適当に終わらせる生徒
も多く、学力の定着に効果があったとは必ずしもい
えない。

一斉指導から協同学習への転換

宿題から先行学習課題・思考を深めるレポー
ト、チャレンジノート等の課題へ転換

協同学習の中での個別最適化学習を実現
授業内での特別支援教育（個別支援）

だから

学び合う中で全員参加の授業を実現

探究学習課題提示とアウトプット活動の充実

そして

荘内まなびスタイルの具現化による授業改善
「先行学習を基盤とした協同学習」

なぜ、授業改善が必要なのか？教育のプロは変わり続けられる人

学力向上だけでなく、Society5.0社会を生きるた
めの力を育成する授業への転換が学習指導要領でも
求められている。自分のスタイルを変えることがプ
ロ教師の責務である。
「主体的・対話的で深い学び」「協働的な学び」


